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学位論文内容の要旨
1990年代から､アフリカの国々においてコレラの発生が見られるようになり近年､状況が深刻になりつつ
ある｡特に2008年の雨季には南部アフリカで深刻なコレラの大規模感染が報告されているO
われわれは､ビブリオ選択培地を用い､南部アフリカのザンビアのカフェ川､ザンベジ川流域において､
河川水､淡水魚の組織､井戸水など水圏環境におけるコレラ菌 (nbrio cholerae)の分布状況を調査した｡
同時に浅井戸の水について､大腸菌群の汚染状況も調べた｡その結果､本来は海洋性のバクテリアであるコ
レラ菌の多くのタイプが検出された｡また､浅井戸､河川水は大腸菌群の汚染も受けており､病原性大腸菌
(E.coli)も検出された｡
東南アジアや東南アジアや南アジアの国々のように､気温が高く低湿で､海にも近く､コレラの原発地域
に近いエリアでは､コレラの大規模な感染は珍しいとは思えないが､高原部の多い南部アフリカでしかも海
から遠い地域において､これほど頻繁にコレラの大規模な感染が起こるには､気候変動や急激な都市化の影
響なども要因には考えられるものの､なにかが生活圏にコレラ菌を濃密に運び込む原因があると考えられ､
魚がそのひとつになっているのではないかと考えられる｡コレラは一般的には水系感染症と考えられている｡
しかし多くの場合､食品によっても感染する｡今回の調査で､食用に供される淡水魚のウロコや粘液､エラ
は多くのコレラ菌によって汚染されていることが明らかになった｡ したがって､魚を処理したあとの洗浄水
や内臓などの管理には注意を払う必要があると考えられる｡カペンタなど安価なものが多い淡水魚は安価で
栄養のある食品であるが､その反面､コレラ菌を生活圏に運び込んでしまう恐れもある｡水産廃棄物の処理
には経費がかさむが､適切に処理すれば魚のウロコや内臓は農業用の肥料として利用することも可能である｡
保健衛生にかかわる住民組織と､環境衛生の専門家などが共同し､コレラ菌を含む病原性の細菌による汚
染を調査しておく必要があるO住民は水からのコレラ感染に関して､指導を受けているようであるが､同時
に水産廃棄物について生活圏を汚染しないように適切に処理される必要がある｡
論文審査結果の要旨
本論文は､1990年代から深刻になっているアフリカの国々におけるコレラについて､南部アフリカのザン
ビアのカフェ川､ザンベジ川流域において､河川水､井戸水､淡水魚の組織､など水圏環境におけるコレラ
菌 (vibrio cholerae)の分布状況を調査したものである0
本研究では､河川､魚､浅井戸の水について､コレラ菌､大腸菌群の汚染状況も調べた｡その結果､本来
は海洋性のバクテリアであるコレラ菌の多くのタイプが検出された｡また､浅井戸､河川水は大腸菌群の汚
染も受けており､病原性大腸菌 (E.coli)も検出された｡
本研究において､水圏環境 (井戸水､河川水､魚類等)における環境モニタリングが､コレラ流行の前兆
現象として感染サーベ-ランスに貢献する可能性が明らかになった｡
また､コレラは一般的には水系感染症と考えられている.しかし多くの場合､食品によっても感染するo
今回の調査で､食用に供される淡水魚のウロコや粘液､ニラは多くのコレラ菌によって汚染されていること
が明らかになった｡水産廃棄物の処理の必要性についても明らかになった｡
本研究は､学術的意義と保健政策上の意義が高く､博士 (環境学)を授与するに値すると考えられる｡
